
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
一
号

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
講
習
の
指
定
に
関
す
る
省
令

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第

二
号
に
規
定
す
る
講
習
の
指
定
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
講
習
の
科
目
）

第
一
条
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
の
講
習
（
以
下
「
知
識
講
習
」
と
い
う
。
）
は
、
別
表
の
第
一
号
下
欄
に
掲
げ

る
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

２
　
規
則
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号
の
講
習
（
以
下
「
技
能
講
習
」
と
い
う
。
）
は
、
別
表
の
第
二
号
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
う
ち
技
能
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
経
験
に
応
じ
選

択
す
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

（
指
定
の
基
準
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
知
識
講
習
又
は
技
能
講
習
（
以
下
「
更
新
講
習
」
と
い
う
。
）
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
規
則
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
指
定
（
以
下
単
に

「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
知
識
講
習
に
あ
っ
て
は
講
義
に
よ
り
、
技
能
講
習
に
あ
っ
て
は
講
義
又
は
演
習
に
よ
り
行
う
こ
と
。

二
　
技
能
講
習
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
半
分
以
上
の
時
間
を
通
学
の
方
法
又
は
通
信
の
方
法
（
映
像
及
び
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
講
義
又
は
演
習
を
す
る
方
法
に
限
る
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
。

三
　
更
新
講
習
は
、
修
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
知
識
又
は
技
能
の
修
得
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
内
容
を
含
む
こ
と
。

四
　
講
師
は
、
別
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
効
果
的
に
指
導
で
き
る
知
識
、
技
能
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

五
　
演
習
に
あ
っ
て
は
、
前
号
の
講
師
の
ほ
か
、
講
師
の
補
助
者
を
配
置
す
る
こ
と
。

六
　
別
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
応
じ
た
適
切
な
内
容
の
教
材
を
用
い
る
こ
と
。

七
　
技
能
講
習
を
受
け
る
者
の
数
は
、
原
則
と
し
て
、
講
義
に
よ
り
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
三
十
人
以
下
、
演
習
に
よ
り
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
二
十
人
以
下
で
あ
る
こ
と
。

八
　
更
新
講
習
を
実
施
す
る
者
の
職
員
、
講
習
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
が
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

九
　
更
新
講
習
を
実
施
す
る
者
が
前
号
の
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
必
要
な
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

十
　
更
新
講
習
を
受
け
る
者
に
、
当
該
更
新
講
習
の
指
定
を
申
請
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
指
定
申
請
者
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
関
係
者
が
雇
用
す
る
者
そ
の
他
指
定
申
請
者
又
は
そ
の
関
係
者
と
密
接
な
関
係

を
有
す
る
者
以
外
の
者
を
含
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
申
請
者
が
、
更
新
講
習
に
関
す
る
業
務
以
外
の
業
務
の
運
営
に
関
し
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
た
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三

十
条
の
三
に
規
定
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
い
う
。
）
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
い
う
。
）
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
雇
用
す

る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
対
し
更
新
講
習
を
実
施
す
る
場
合
そ
の
他
の
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
指
定
申

請
者
に
対
し
て
、
指
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
前
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
講
習
を
受
け
る
者
の
範
囲
に
つ
い
て
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
登
録
の
更
新
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
講
習
の
指
定
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
て
い
る
講
習
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
登
録
の
更
新
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
習
中
の
者
に
係
る
講
習
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
四
十
八
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

に
規
定
す
る
講
習
の
指
定
に
関
す
る
省
令
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
別
表
第
十
一
の
三
の
二
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
一
条
関
係
）

更
新
講
習
の
区
分

科
目

一
　
知
識
講
習

一
　
職
業
能
力
の
開
発
（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
含
む
。
）
の
知
識

1



二
　
企
業
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
知
識

三
　
労
働
市
場
の
知
識

四
　
労
働
政
策
及
び
労
働
関
係
法
令
並
び
に
社
会
保
障
制
度
の
知
識

五
　
学
校
教
育
制
度
及
び
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
知
識

六
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
知
識

七
　
中
高
年
齢
期
を
展
望
す
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
及
び
発
達
課
題
の
知
識

八
　
個
人
の
多
様
な
特
性
の
知
識

九
　
そ
の
他
前
各
号
の
内
容
に
準
じ
て
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
に
維
持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
知
識

二
　
技
能
講
習

一
　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
基
本
的
な
技
能

１
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
能

２
　
グ
ル
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
技
能

３
　
キ
ャ
リ
ア
シ
ー
ト
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
経
歴
等
記
録
書
を
含
む
。
）
の
作
成
指
導
及
び
活
用
の
技
能

４
　
相
談
過
程
全
体
の
進
行
の
管
理
に
関
す
る
技
能

二
　
相
談
過
程
に
お
い
て
必
要
な
技
能

１
　
相
談
場
面
の
設
定

２
　
自
己
理
解
の
支
援

３
　
仕
事
の
理
解
の
支
援

４
　
自
己
啓
発
の
支
援

５
　
意
思
決
定
の
支
援

６
　
方
策
の
実
行
の
支
援

７
　
新
た
な
仕
事
へ
の
適
応
の
支
援

８
　
相
談
過
程
の
総
括

2


